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　今回の InterBEE2016 は、前年を上回
る登録来場者数となり 3 日間で 38,047
人（内海外登録来場者数は 794 人）であ
った。昨年の InterBEE2015 では登録来
場者数は 35,646 人（内海外登録来場者数
は 820 人）であった。また出展者数も過
去最多となる 1,090 社・団体（うち海外
34 カ国・地域から 593 社）であり、小間
数も 1,926 にのぼった。会場も昨年はホ
ール 1 から 6 であったが、今年はホール 2
から 8 となり広くなった。
　今年の InterBEE2016 では新企画とし
て「INTER BEE IGNITION（インタービー・
イグニション）」がホール 4 で開催された。

「INTER BEE IGNITION」は VR（仮想現
実）、AR（拡張現実）、ホログラムなど新し
い映像表現技術やライブエンターテインメ
ント技術を集めて展示していた。昨今の映
像技術は表現方法を含めて PC のハードウ
ェアとソフトウェア技術に依るところが多
い。これらの開発は画像の各種処理能力や
画質、操作性など多岐にわたり影響を及ぼ
しており、ノンリニア映像システムは最近
の映像環境において絨毯にような役割を果
たしていると思われる。
　「INTER BEE IGNITION」のエリアでは
VR 用ゴーグル、VR 用制作支援システム、
ホログラム表示システム、画像解析システ
ム等々興味深い展示が行われていた。

　NHK放送技術研究所（http://www.nhk.
or.jp/strl/index.html）では 3 台のカメラ
を使用して、移動する対象物（今回は緑色
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のボール）の 3 次元空間内での位置情報を
リアルタイムに取得するシステムを展示し
ていた。

　 シ ネ・ フ ォ ー カ ス（http://www.
cinefocus.co.jp/）では、ブース内に設置
したデモボックスで英国の MUSION 3D
社の 3D ホログラム技術を使用したコン
テンツを上映し、またオールインワンパッ
ケージ型の 3D ホログラムディスプレイ

“Dreamoc”シリーズの実機デモも行って
いた。

　シンク・デザイン（http://www.think-d.
com/）では、財布やスマホケースに入る超
軽量モバイル VR ビューア”QUICK360”
の展示、配布を行っていた。

　 ジ ョ リ ー グ ッ ド（http://jollygood.
co.jp/）では既にテレビ局などに導入が始
まっている“GuruVR Media Pro”に関す
る講演や展示デモを行っていた。“GuruVR 
Media Pro”は 360 度 VR 制作・配信サ
ービスで、任意のポイントに、アクション・
リンクを設定することでインタラクティブ
な体験もできる。編集機能では 360 度カ
メラで撮影したデータを貼り合わせ、全天
球（360 度映像）に加工したり特殊編集や
モザイク処理、視点の動線を設計などがで
きる。編集というよりオーサリングに近い
機能である。

　 エ ム・ ソ フ ト（http://www.msoft.
co.jp）では、画像解析と VR を組み合わ
せたデモを行っていた（Biz-AR ニュー
ス ペ ー ジ：http://biz-ar.jp/2016/11/
interbee2016/）。この画像解析 VR シス
テムではカメラで捉えた動きをリアルタイ
ムに解析し、VR 空間内に同期させる。同
期された VR 空間内では、現実世界の動き
が CG に反映され、様々な表現を実現する。
ブースではビリヤードの球の動きに CG 画
像を同期させていた。また同社では、クロ
マキー撮影不要で、背景透過用のマスク動
画を作成するサービス“動画切り抜き .com

（https://www.dougakirinuki.com/）” の
提供もしており、切り抜きたい素材データ
を送るだけでマスク処理を行ってくれる。

佐脇　清一佐脇　清一

NHK 放送技術研究所：3 次元空間内での位置情報
をリアルタイムに取得するシステム

シネ・フォーカス：デモボックスで英国の MUSION 
3D 社の 3D ホログラム技術を使用したコンテンツ
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国内で多数の映画作品で採用された実績も
ある。
　VR を制作する際に撮影に使用されるカ
メラは、例えば「idoga VR（http://www.
idoga.jp/index.php）」のように複数台の
カメラを専用のリグに装着して行われるが、
エヌジーシー（http://www.ngc.co.jp）や
三 友（http://www.mitomo.co.jp/） の ブ
ースでは、ユニークな形状をしたリアルタ
イム 360 度 VR カメラ、Nokia 製の“OZO

（https://ozo.nokia.com/ozo_en/#）” を
展示していた。
　“OZO”はビデオセンサーを 8 台装着し、

各センサーの解像度は 2Kx2K で、マイク
ロフォンも 8 台搭載されている。付属の
ソフトウェア“OZO Remote”と“OZO 
Creator”では、“OZO Remote”で撮影
した映像をリアルタイムでモニタリングし
たり、VR 上での再現を確認できる。“OZO 
Creator”では 3D 立体映像を作成するた
めに、各カメラ映像の重なり具合を素早く
且つ高品質に調整するスティッチングを実
現でき、10bit DPX あるいは MP4 フォ
ーマットのファイルを 8 個、もしくはステ
ィッチングした 3D Spherical でエクスポ
ート可能である。
　またプロキシ編集用に“Premiere Pro”
や“Final Cut Pro” な ど に 低 解 像 度 の
MP4 ファイルのエクスポートも可能であ
る。

　音声分野でも例えばゼンハイザージャパ
ン（http://www.sennheiser.co.jp） で
は、VR 用マイクロフォンとして“AMBEO 
VR MIC（以下 AMBEO）”を展示してい
た。この AMBEO は 3D 音場をローノイ
ズ・ハイクオリティにキャプチャーするコ

（idoga VR）

ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性

株式会社　フォービット
URL　http//:www.fourbit.co.jp

〒358-0014　埼玉県入間市宮寺 2720
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MTX-0606
6×6オーディオマトリックスミキサー

■デジ/アナ混在6×6
　オーディオマトリックスミキサー
■AC100V～240V電源と
　DC+12V電源の併用可能
■W260×D250×H100の
　省スペースコンパクト設計
■ケーブル1本でカスケード接続
　（12イン×6アウト）
　税抜価格￥850,000

MS-832
3G/HD/SD-SDI
オーディオモニターユニット
■ エンベデッド音声 /デジ
タル音声選択モニター
税抜価格￥240,000

■ エンベデッド音声/デジタル音声/アナログ音声選択モニター
　税抜価格￥370,000

3G/HD/SD-SDI
オーディオモニターユニットMS-822V

MB-224
60ポイント 24ch
バーグラフメータユニット

税抜価格￥980,000

三 友 ブ ー ス： リ ア ル タ イ ム 360 度 VR カ メ ラ、
Nokia 製の“OZO”

ゼンハイザージャパン：VR 用マイクロフォン
“AMBEO VR MIC”
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ンパクトマイクロフォンで、周波数特性
は 20 〜 20kHz、ピックアップパターン
は 4 つのカーディオイド（in Ambisonics 
A-format arrangement）を持ち、1 番目
は front-left-up（FLU）、2 番 目 は front-
right-down（FRD）、3 番 目 は back-left-
down（BLD）、4 番 目 は back-right-up

（BRU）という構成になっている。重量は
400g、外形寸法は 215 × 49/25mm で
ある。また無償ソフトウェア“A to B フォ
ーマットエンコーダープラグイン（VXT/
AAX/AU）”を使用して各種 DAW 上での
作業も可能である。同社ではまた、参考出
品として GoPro カメラ対応マイクロフォ
ンも展示していた。このマイクロフォンは
風防に特殊素材を使用することにより防水
/ 防風を実現し、ウォータースポーツやウ
ィンタースポーツにも音のクオリティを損
なうことなく集音可能となる。

　没入型映像システムとして、WONDER 
VISION TECHNO LABORATORY

（http://www.wvtl.jp/）では“WV Sphere 

5.2”を展示していた。このシステムは幅
5.2m、高さ 3.4m、奥行き 2.6m の半球
状スクリーンに 4K や 8K の映像を映し出
すことができる映像システムで、映像とリ
ンクした座席遊動、送風、サウンド効果な
ども可能で、これにより新たな映像体験が
できる。このシステムは短時間での設置・
調整が可能なように工夫されており、設置
のための特別な訓練は不要である。また、
多様な補助システムと組み合わせることで
モーションベースを使用したライド型、固
定座席を使用したシアター型、フロアのみ
の自由鑑賞型など、目的に応じた構成を構
築することができ、パネルの枚数を変え
る こ と で、100 度、180 度、260 度、
360 度（全周）、下段のみ、上段のみなど、
様々なスクリーン構成が可能である。

　 富 士 通（http://fenics.fujitsu.com/
media-solutions/）では各種映像・放送シ
ステムの展示の中で、「近未来の利用シーン」
の一つとして今年 5 月に公益財団法人 日本
体操協会と「体操競技における採点支援技
術の共同研究について合意」しており、こ
れに基づき富士通研究所が開発した 3D レ
ーザーセンサー及び 3D データ処理技術（骨
格・技認識技術：アスリートセンシング）と、
日本体操協会が持つ技の認識に関するノウ
ハウを融合し、体操競技における採点支援
技術の共同研究成果を展示していた。この
3D レーザーセンサーは競技者にマーカー
を装着する必要がなく、人間の動きを立体
的かつ高精度に捉えることができ、また取
得した 3D データからアスリートセンシン
グで人間の骨格や実施された技を認識して、
競技の判定に必要な数値データを導き出し、
審判の採点を支援する技術である。この研
究が進めばいろいろなスポーツにも応用で
き、またエンターテインメント分野にも利
用できるのではないだろうか。

　新しい映像・音声表現技術を研究・開
発しているアズラボ（http://www.azlab.

co.jp/）では 104 インチの 5K2K ディス
プレイを 6 台使用して、13K5K となる大
画面マルチディスプレイを展示していた。
この超高精細映像再生表示システムは非圧
縮動画再生装置 1 台でマルチ画面に表示で
きる。画面レイアウトは全画面の 13K5K
の 他 に、6K5K の 2 画 面、13K5K の 静
止画上に 8K4K の動画を表示したりといろ
いろに表示可能となっている。また同社の
ソフトウェア技術をベースにした 8K を超
える高精細映像の制作にも取り組んでいる。
　ハードウェア面では 4K（UHD）対応の

（WV Sphere）

アズラボ：104 インチの 5K2K ディスプレイを 6
台使用、13K5K となるマルチディスプレイを展示

富士通：3D レーザーセンサー及び 3D データ処理
技術（骨格・技認識技術：アスリートセンシング）
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H.265 ハードウェアデコーダも開発してお
り、これを 4 台使用することにより 8K に
も対応でき、また参考出品であったが 8K
まで対応する CPU ベースの H.265 ソフト
ウェアデコーダも展示していた。技術展示
では、“aZ renderer”の機能である 4 台の
4K カメラによるリアルタイムマルチカメ
ラ画像補正技術「BLENDER」をデモして
いた。この技術により画面の歪みが調整さ
れ、8K カメラでなくても既存の 4K カメ
ラ 4 台で 8K 映像がスムーズに収録するこ
とが可能となる。また半円球の反射面にプ
ロジェクタの映像を投射して、部屋をモデ
ルにしたケース内の床や壁面に映像を映し
出すという、幾何学補正やエッジブレンデ
ィングなどの機能を備えた“aZ omnilizer”
の展示も行っていた。

　スネル・アドバンスト・メディア（https://
s-a-m.com/japan）はクォンテルからスネ
ル・アドバンスト・メディア（SAM）に
改称して、2 回目の InterBEE 出展となり、

“Quantel Rio”を代表とするポストプロダ
クション製品の他にライブプロダクション、
モニタリング、IP ワークフローなど幅広い
製品を展示していた。オンライン編集・カ
ラー＆フィニッシングシステム“Quantel 
Rio 8K”は今回で 3 回目の出展で、最大
8K/60p のリアルタイム再生を保証し、高
いパフォーマンスと柔軟なカラーワークフ
ローを持ち、ブースでは HDR 対応シャー
プ製 85 インチモニターで 8K の HDR カ
ラーグレーディングのデモを行っていた。
　またモニタリングの自動化のためのテク
ノロジー“Media Biometrics”やスポー
ツ中継に最適なハイライト・リプレーシス
テムであるライブプロダクション製品“Live 
Touch”、IP 関連製品では 400 種類以上
のモジュールがあり、ファイバー、同軸、
12G-SDI などビデオとオーディオ信号に

対応し IP 環境へのスムーズな移行を提供す
る“IQ Modular”なども展示していた。

　松田通商（http://mtc-japan.com）ブ
ースでは新製品で低価格のプロダクション
スイッチャー“Kula”を 1ME/2ME 構成
で展示し、432 ポートを持つルーティング
スイッチャー“VEGA700”も展示されて
いた。

　スイッチャーではフォトロン（http://
www.photron-digix.jp）ブースで新製品と
して非常にユニークな IT ベーススイッチャ
ーの“DYVI”を展示していた。“DYVI”は
ビデオプロダクションサーバ“XT”シリー
ズを開発している EVS が製品化している。

“DYVI”の本体（Processing Modules；
以下 PM）は 2RU の大きさで入出力は
HD-SDI で 32IN、16OUT で あ る。LAN
接続にはデュアル 40Gbps（QSFP）を用
いる。PM は最大 4 台まで増設可能である。

SAMのブースでのデモ

松田通商ブースではSAM製プロ
ダクションスイッチャー“Kula”

フォトロン：ITベーススイッチャー“DYVI”
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ンパクトマイクロフォンで、周波数特性
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は 4 つのカーディオイド（in Ambisonics 
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right-down（FRD）、3 番 目 は back-left-
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（BRU）という構成になっている。重量は
400g、外形寸法は 215 × 49/25mm で
ある。また無償ソフトウェア“A to B フォ
ーマットエンコーダープラグイン（VXT/
AAX/AU）”を使用して各種 DAW 上での
作業も可能である。同社ではまた、参考出
品として GoPro カメラ対応マイクロフォ
ンも展示していた。このマイクロフォンは
風防に特殊素材を使用することにより防水
/ 防風を実現し、ウォータースポーツやウ
ィンタースポーツにも音のクオリティを損
なうことなく集音可能となる。

　没入型映像システムとして、WONDER 
VISION TECHNO LABORATORY

（http://www.wvtl.jp/）では“WV Sphere 

5.2”を展示していた。このシステムは幅
5.2m、高さ 3.4m、奥行き 2.6m の半球
状スクリーンに 4K や 8K の映像を映し出
すことができる映像システムで、映像とリ
ンクした座席遊動、送風、サウンド効果な
ども可能で、これにより新たな映像体験が
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術の共同研究について合意」しており、こ
れに基づき富士通研究所が開発した 3D レ
ーザーセンサー及び 3D データ処理技術（骨
格・技認識技術：アスリートセンシング）と、
日本体操協会が持つ技の認識に関するノウ
ハウを融合し、体操競技における採点支援
技術の共同研究成果を展示していた。この
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的かつ高精度に捉えることができ、また取
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グで人間の骨格や実施された技を認識して、
競技の判定に必要な数値データを導き出し、
審判の採点を支援する技術である。この研
究が進めばいろいろなスポーツにも応用で
き、またエンターテインメント分野にも利
用できるのではないだろうか。

　新しい映像・音声表現技術を研究・開
発しているアズラボ（http://www.azlab.

co.jp/）では 104 インチの 5K2K ディス
プレイを 6 台使用して、13K5K となる大
画面マルチディスプレイを展示していた。
この超高精細映像再生表示システムは非圧
縮動画再生装置 1 台でマルチ画面に表示で
きる。画面レイアウトは全画面の 13K5K
の 他 に、6K5K の 2 画 面、13K5K の 静
止画上に 8K4K の動画を表示したりといろ
いろに表示可能となっている。また同社の
ソフトウェア技術をベースにした 8K を超
える高精細映像の制作にも取り組んでいる。
　ハードウェア面では 4K（UHD）対応の

（WV Sphere）

アズラボ：104 インチの 5K2K ディスプレイを 6
台使用、13K5K となるマルチディスプレイを展示

富士通：3D レーザーセンサー及び 3D データ処理
技術（骨格・技認識技術：アスリートセンシング）
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の展示も行っていた。
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で展示し、432 ポートを持つルーティング
スイッチャー“VEGA700”も展示されて
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　スイッチャーではフォトロン（http://
www.photron-digix.jp）ブースで新製品と
して非常にユニークな IT ベーススイッチャ
ーの“DYVI”を展示していた。“DYVI”は
ビデオプロダクションサーバ“XT”シリー
ズを開発している EVS が製品化している。

“DYVI”の本体（Processing Modules；
以下 PM）は 2RU の大きさで入出力は
HD-SDI で 32IN、16OUT で あ る。LAN
接続にはデュアル 40Gbps（QSFP）を用
いる。PM は最大 4 台まで増設可能である。
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また 2 系統のマルチビュー出力を装備して
いる。“DYVI”の最大の特徴はコントロー
ルパネルの機能をソフトウェアベースでい
ろいろにカスタマイズでき、操作性に関し
て非常に柔軟に構成できることである。

　共信コミュニケーションズ（http://
www.kycom.co.jp/）ではトータルポスト
プロダクションシステム“SGO Mistika”
の最新バージョン 8.7 で VR フィニッシン
グ、8K/4KHDR グレーディングなどをデ
モしていた。またオリジナルソリューショ
ンとして、マスク専用ターンキーシステム

“嫺（Miyabi）”や EDIUS Pro7、DaVinci 
Resolve 搭載のオリジナルターンキーシス
テム“Revnes4K”、165 インチ超狭ピッ
チ 4KLED ディスプレイなどを展示してい
た。

　EIZO（http://www.eizo.co.jp） で は、
今 年 も ト ー ワ 電 機（http://www.towa-
ele.co.jp/）と共同で出展していた。トー
ワ 電 機 は BOXX Technologies（http://
boxxtech.jp/）のハイエンドワークステー
ション“APEXX”シリーズの正規代理店
である。ブースでは EIZO のカラーマネー
ジメントモニター“ColorEdge”シリーズ
と組み合わせて HDR 制作ワークフローを
デモしていた。今回 31.1 型 DCI4K 解像
度対応の“ColorEdge　CG318-4K”を
HDR の「PQ カーブ」に適応する有償サー
ビスを 12 月 9 日から開始している。また
開発中の高輝度 1000nits の HDR 対応モ
ニターも参考出展していた。“ColorEdge”

シリーズはモニタ上で画面を拡大できるの
で、例えば映像合成時の「画抜け」確認も
容易になる。

　 シ ナ ジ ー（http://www.synergykk.
com）ではデータストレージ関連、オンセ
ットカラーグレーディング、撮影データマ
ネジメント、ファイルベースワークフロー
やトランスコード、フレームレート変換な
どのワークフロー自動化など多岐にわたる
展示をしていた。今回新製品として同社開
発の NAS ストレージサーバーにメディア
アセット管理機能を備えた Archiware P5 
Archive を統合した LTO ドライブ搭載の
アーカイブシステム“EIZOKO（えいぞう
こ）”を発表していた。NAS ストレージサ
ーバーの容量は 12 〜 72TB、RAID プロ
テクションは RAID-Z1（RAID5 相当）、
ファイルシステムは ZFS、イーサネット
は 10GBASE-T を 2 ポート装備しており、
本体は 4RU ハーフラックサイズで専用ラ
ックマウントブラケットのオプションもあ
る。
　4K、8K の映像制作が当たり前になりつ
つある環境で、映像・音声データなどを記
録するストレージシステムも、その対応が
進んでいる。

　EMC ジ ャ パ ン（http://www.emc.
com/ja-jp/index.htm）は今年 9 月にデル・
テクノロジーズに買収され、今回は「Dell
　EMC」となり出展していた。同社のスト
レージ製品の中で“EMC Isilon”はスケー
ルアウト NAS プラットフォームで 1 つの
ボリュームに最大 50 ペタバイトまで記録
できる。

　 日 本 ア イ・ ビ ー・ エ ム（http://www.
ibm.com/jp）ではアーカイブ用テープ・ド
ライブ、オールフラッシュ・ストレージ、
クラウド連携ワークフローなどの展示を行
っていた。Enterprise　Tape Drive“IBM 
TS1150”は非圧縮データを毎秒 360MB
で転送可能。また LTFS に対応しており、
ブースではテープ・ドライブの内部構造を
実機で紹介していた。
　また 4K/8K 編集に対応する超高速共用
ス ト レ ー ジ“IBM DeepFlash 150” は
オールフラッシュ・ストレージで 3RU の
筐体に最大 512TB の容量を備え、最大
12GB/s でデータ読み出しが可能である。
　テープストレージに関しては一般社団
法人電子情報技術産業協会（JEITA）の
テープストレージ専門委員会（http://
home.jeita.or.jp/cgi-bin/about/detail.
cgi?ca=1&ca2=292）が委員会参加メ
ーカーと共に最新技術や動向の情報を公開
していた。

　SDI から IP へ移行する所謂「IP 化」に
関する展示も多く出されていたが、一方
で 12G-SDI に関する展示も多かった。ま
た 4K や 8K の映像を非圧縮で伝送するに
は 4 本の同軸ケーブルが必要になり、取
扱が煩雑になっていしまう。新たな圧縮

InterBEE 2016 REPORTInterBEE 2016 REPORTInterBEE 2016 REPORT

共信コミュニケーションズ：トータルポストプロダ
クションシステム“SGO Mistika”

マスク専用ターンキーシステム“嫺（Miyabi）”

DaVinci Resolve 搭載のオリジナルター
ンキーシステム“Revnes4K”

（シナジー）
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技 術 と し て、 ベ ル ギ ー の intoPIX社 が
2013 年 9 月に発表した「TICO（SMPTE 
RDD35）」技術を採用した製品がヴィレッ
ジアイランド（http://www.village-island.
com）から出展されていた。TICO は最大
で 4：1 のビジュアリー・ロスレス圧縮技

術で IP、3G-SDI、12G-SDI のインフラで
UHDTV ストリームを低遅延で圧縮するこ
とが可能である。
　同社は今年 4 月に TICOアライアンス

（http://www.tico-alliance.org/） に 参
加している。“VICO-4”は 4K 対応 TICO 
SDI コンバータで、1 本の 3G-SDI 同軸ケ
ーブルで 4K 伝送可能であり、NHK と共

同開発した 12G-SDI（8K）対応の TICO 
SDI コンバータ“VICO-8”も展示していた。

　今回の InterBEE2016 では 4K/8K の
映像制作環境が充実し、ノンリニアビデオ
編集システム関連も 4K 関係ではほとん
どの機種が対応しており、8K 関係はまだ
機種は少ないが“Quantel Rio 8K”を筆
頭に稼働し始めている。ストレージ関連も
NAS 対応製品が多く見られ、10G/40G
イーサネットが標準搭載されている機種が
多くなった。「TICO」技術のような圧縮方
式が普及すれば、ノンリニアシステムの環
境も更に進化するであろう。また高精細な
画像を評価する標準動画像も一般社団法人
映像情報メディア学会（http://www.ite.
or.jp/）から“4K/8K 超高精細・広色域標
準動画像（http://www.ite.or.jp/content/
chart/）”として販売されている。新企画

「INTER BEE IGNITION」では画像解析、
画像認識などの技術を利用した新たな映像
表現が見られ、久々に学生時代のワクワク
感が味わえた。新たな映像表現を開発でき
る環境が整いつつあるということであろう。
このような表現方法や技術を放送・映像表
示環境に応用できるユニークな人材を期待
したい。

日本アイ・ビー・エム：アーカイブ用テープ・ドラ
イブ、オールフラッシュ・ストレージ、クラウド連
携ワークフローなどの展示

日本アイ・ビー・エム：4K/8K 編集に対応する超
高速共用ストレージ“IBM DeepFlash 150”

KIyokazu Sawaki　
of� ce SKD　

音響シンポジュームコーディネータ：Mick Sawaguchi: 沢口音楽工房 UNAMAS LABEL サラウンド寺子屋塾代表、阿部健
彦 : 株式会社テレビ朝日 技術局付（テイクシステムズ 技術制作センター 部長）「一般社団法人日本エレクトロニクスショー協会」

お詫びと訂正：
2017 年 1 月 号 InterBEE2016
　音響シンポジューム（音声修復
技術（レストアリング）の技術と
応用）沢口　真生（音響シンポジ
ュームコーディネーター）著の項
において、コーディネータ、お二
人の写真が抜けていました。
　本号に掲載してお詫び申し上げ
ます。
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“嫺（Miyabi）”や EDIUS Pro7、DaVinci 
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た。
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ワ 電 機 は BOXX Technologies（http://
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である。ブースでは EIZO のカラーマネー
ジメントモニター“ColorEdge”シリーズ
と組み合わせて HDR 制作ワークフローを
デモしていた。今回 31.1 型 DCI4K 解像
度対応の“ColorEdge　CG318-4K”を
HDR の「PQ カーブ」に適応する有償サー
ビスを 12 月 9 日から開始している。また
開発中の高輝度 1000nits の HDR 対応モ
ニターも参考出展していた。“ColorEdge”

シリーズはモニタ上で画面を拡大できるの
で、例えば映像合成時の「画抜け」確認も
容易になる。

　 シ ナ ジ ー（http://www.synergykk.
com）ではデータストレージ関連、オンセ
ットカラーグレーディング、撮影データマ
ネジメント、ファイルベースワークフロー
やトランスコード、フレームレート変換な
どのワークフロー自動化など多岐にわたる
展示をしていた。今回新製品として同社開
発の NAS ストレージサーバーにメディア
アセット管理機能を備えた Archiware P5 
Archive を統合した LTO ドライブ搭載の
アーカイブシステム“EIZOKO（えいぞう
こ）”を発表していた。NAS ストレージサ
ーバーの容量は 12 〜 72TB、RAID プロ
テクションは RAID-Z1（RAID5 相当）、
ファイルシステムは ZFS、イーサネット
は 10GBASE-T を 2 ポート装備しており、
本体は 4RU ハーフラックサイズで専用ラ
ックマウントブラケットのオプションもあ
る。
　4K、8K の映像制作が当たり前になりつ
つある環境で、映像・音声データなどを記
録するストレージシステムも、その対応が
進んでいる。

　EMC ジ ャ パ ン（http://www.emc.
com/ja-jp/index.htm）は今年 9 月にデル・
テクノロジーズに買収され、今回は「Dell
　EMC」となり出展していた。同社のスト
レージ製品の中で“EMC Isilon”はスケー
ルアウト NAS プラットフォームで 1 つの
ボリュームに最大 50 ペタバイトまで記録
できる。

　 日 本 ア イ・ ビ ー・ エ ム（http://www.
ibm.com/jp）ではアーカイブ用テープ・ド
ライブ、オールフラッシュ・ストレージ、
クラウド連携ワークフローなどの展示を行
っていた。Enterprise　Tape Drive“IBM 
TS1150”は非圧縮データを毎秒 360MB
で転送可能。また LTFS に対応しており、
ブースではテープ・ドライブの内部構造を
実機で紹介していた。
　また 4K/8K 編集に対応する超高速共用
ス ト レ ー ジ“IBM DeepFlash 150” は
オールフラッシュ・ストレージで 3RU の
筐体に最大 512TB の容量を備え、最大
12GB/s でデータ読み出しが可能である。
　テープストレージに関しては一般社団
法人電子情報技術産業協会（JEITA）の
テープストレージ専門委員会（http://
home.jeita.or.jp/cgi-bin/about/detail.
cgi?ca=1&ca2=292）が委員会参加メ
ーカーと共に最新技術や動向の情報を公開
していた。

　SDI から IP へ移行する所謂「IP 化」に
関する展示も多く出されていたが、一方
で 12G-SDI に関する展示も多かった。ま
た 4K や 8K の映像を非圧縮で伝送するに
は 4 本の同軸ケーブルが必要になり、取
扱が煩雑になっていしまう。新たな圧縮
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共信コミュニケーションズ：トータルポストプロダ
クションシステム“SGO Mistika”

マスク専用ターンキーシステム“嫺（Miyabi）”

DaVinci Resolve 搭載のオリジナルター
ンキーシステム“Revnes4K”

（シナジー）
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技 術 と し て、 ベ ル ギ ー の intoPIX社 が
2013 年 9 月に発表した「TICO（SMPTE 
RDD35）」技術を採用した製品がヴィレッ
ジアイランド（http://www.village-island.
com）から出展されていた。TICO は最大
で 4：1 のビジュアリー・ロスレス圧縮技

術で IP、3G-SDI、12G-SDI のインフラで
UHDTV ストリームを低遅延で圧縮するこ
とが可能である。
　同社は今年 4 月に TICOアライアンス

（http://www.tico-alliance.org/） に 参
加している。“VICO-4”は 4K 対応 TICO 
SDI コンバータで、1 本の 3G-SDI 同軸ケ
ーブルで 4K 伝送可能であり、NHK と共

同開発した 12G-SDI（8K）対応の TICO 
SDI コンバータ“VICO-8”も展示していた。

　今回の InterBEE2016 では 4K/8K の
映像制作環境が充実し、ノンリニアビデオ
編集システム関連も 4K 関係ではほとん
どの機種が対応しており、8K 関係はまだ
機種は少ないが“Quantel Rio 8K”を筆
頭に稼働し始めている。ストレージ関連も
NAS 対応製品が多く見られ、10G/40G
イーサネットが標準搭載されている機種が
多くなった。「TICO」技術のような圧縮方
式が普及すれば、ノンリニアシステムの環
境も更に進化するであろう。また高精細な
画像を評価する標準動画像も一般社団法人
映像情報メディア学会（http://www.ite.
or.jp/）から“4K/8K 超高精細・広色域標
準動画像（http://www.ite.or.jp/content/
chart/）”として販売されている。新企画

「INTER BEE IGNITION」では画像解析、
画像認識などの技術を利用した新たな映像
表現が見られ、久々に学生時代のワクワク
感が味わえた。新たな映像表現を開発でき
る環境が整いつつあるということであろう。
このような表現方法や技術を放送・映像表
示環境に応用できるユニークな人材を期待
したい。

日本アイ・ビー・エム：アーカイブ用テープ・ドラ
イブ、オールフラッシュ・ストレージ、クラウド連
携ワークフローなどの展示

日本アイ・ビー・エム：4K/8K 編集に対応する超
高速共用ストレージ“IBM DeepFlash 150”

KIyokazu Sawaki　
of� ce SKD　

音響シンポジュームコーディネータ：Mick Sawaguchi: 沢口音楽工房 UNAMAS LABEL サラウンド寺子屋塾代表、阿部健
彦 : 株式会社テレビ朝日 技術局付（テイクシステムズ 技術制作センター 部長）「一般社団法人日本エレクトロニクスショー協会」

お詫びと訂正：
2017 年 1 月 号 InterBEE2016
　音響シンポジューム（音声修復
技術（レストアリング）の技術と
応用）沢口　真生（音響シンポジ
ュームコーディネーター）著の項
において、コーディネータ、お二
人の写真が抜けていました。
　本号に掲載してお詫び申し上げ
ます。


